
で
受
け
付
け
）
、
黒
埼
支
所

保
健
福
祉
課
、
地
区
事
務
所

市　報　に い が た （2）平成15年３月16日第　　　号1881

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

難病等治療研究通院費の交付申請

申請期限は４月11日
対象 特定疾患医療受給者証を持ってお
り、受給資格を得てから特定疾患のため
に寝たきり（日常生活を送るために一部
または全面的に介助が必要）の状態が６
カ月以上継続している人
対象期間 平成14年９月～15年２月
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3661）へ

みんなで楽しむ健康体操
日時 ４月11日午後２時半～４時
会場 万代市民会館　定員 先着50人
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
68）へ

１歳誕生歯科健康診査
対象 平成14年４月生まれ（北・西・
入舟地区は５月に実施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3647）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

フ ッ 素 塗 布
受付時間 午前９時半～10時半
対象 ４歳未満児　料金 1,020円
申し込み 電話で各会場へ、入舟分室は
中央地域保健福祉センターへ　※予約制　
期 日
４/3・18
４/04
４/8・24
４/09
４/10
４/16
４/17
４/21

会　　場
中央地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター
坂井輪地域保健福祉センター
入舟分室
石山地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター
黒埼地域保健福祉センター

定 員
各日70人
150人

各日60人
70人
70人
150人
100人
70人

献血バス「ゆうあい号」

問い合わせ 献血会場フリーダイヤル（�0120-788224）へ

期 日 会　　場 時　間

ジャスコ新潟店

済生会新潟第二病院

午前10時～11時半
午後0時半～4時

午後1時半～4時

3・16

3・ 27
献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）
ばんだい（万代シネモールビル２階）

午前10時
～午後5時半

遺 伝 相 談
日時 ４月11・25日午後２時半から
会場 中央地域保健福祉センター
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ　※予約制

母子健康手帳の交付
受付時間 午後１時～２時
持ち物 妊娠届出書
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ
期 日 会　　場
４・03
４・04
４・09
４・14
４・16
４・17
４・21
４・23
４・24

中央地域保健福祉センター
南地域保健福祉センター
坂井輪地域保健福祉センター
北地域保健福祉センター
石山地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター
黒埼地域保健福祉センター
西地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター

内 容

・妊婦相談
・各種制度
の説明
・歯科健診
・保健指導

マタニティおすすめ栄養教室
日時 ４月11日午後１時15分～同30分
受け付け　会場 東地域保健福祉センタ－　
内容 妊娠中の食事のポイント、調理実
習と試食、ほか　定員 先着30人　
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ

精神障害者家族の集い
日時 ３月23日午後１時～３時半
会場 総合福祉会館
内容 家族のためのＳＳＴ講座
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3665）へ

安 産 教 室
内容 安産体操、分べんの経過、ほか
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※3回1コース
期 日 会　場 受付時間 対 象

8・9月出産
予定の妊婦
各会場先着20人４・25 東地域保健福祉センター 午前9時15分～同30分

午後1時15分
～同30分

４・04 中央地域保健福祉センター
４・08 石山地域保健福祉センター

女性の健康なんでも相談
日時 ４月10日午後１時45分から
会場 中央地域保健福祉センター
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ　※予約制

健 　 康 　 相 　 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線36
62）へ　※栄養士による相談あり
期日
３・17
３・18
３・20
３・24
３・26

３・28

３・19
３・20

会　場
南地域保健福祉センター
木戸コミュニティセンター
入舟分室
北地域保健福祉センター
中地域保健福祉センター
寺尾中央公園会館
シルバーピア石山
中央公民館
南浜連絡所

時　間

午前10時
～11時半

午後１時半
～３時

午後１時半
～３時

中
学
生
の
問
題
行
動
を
防
止

親

の

対

応

�

Ｑ

子
ど
も
が
知
り
合
い

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
暴
行

を
受
け
、
恐
喝
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
聞
い
て

も
「
何
で
も
な
い
」
と
言

う
だ
け
で
す
。
親
と
し
て

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し

ょ
う
？

Ａ

す
ぐ
に
学
校
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
命
と
お

金
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す

か
ら
、
毅
然
と
し
た
姿
勢

で
処
理
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

次
の
よ
う
な
手
順
で
対
応

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
担
任
や
生
徒
指
導
主
事
な

ど
学
校
の
職
員
に
連
絡
し
、

本
人
か
ら
の
聞
き
取
り
を
含

め
て
、
詳
細
を
明
ら
か
に
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
と
き
は
、

本
人
の
心
の
ケ
ア
も
視
野
に

入
れ
て
「
み
ん
な
で
守
る
」

体
制
を
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

②
被
害
届
を
出
す
場
合
は
、

親
と
し
て
の
考
え
を
し
っ
か

り
持
ち
、
所
轄
の
警
察
署
に

山の下みなとタワー展望展示室

“海王丸”フォトコンテスト 入賞作品を展示

山
の
下
み
な
と
タ
ワ
ー
展

望
展
示
室
で
、
昨
年
10
月
に

山
の
下
ふ
頭
に
寄
港
し
た
帆

船
「
海
王
丸
」
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

展
示
す
る
の
は
、
入
賞
作

品
19
点
の
ほ
か
、
海
王
丸
の

概
要
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
な

ど
で
す
。

海
王
丸
は
、
平
成
元
年
に

建
造
さ
れ
た
、
世
界
最
大
級

の
帆
船
。
そ
の
年
に
最
も
速

く
走
っ
た
帆
船
に
贈
ら
れ
る

「
ボ
ス
ト
ン
・
テ
ィ
ー
ポ
ッ

ト
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
を
、
こ

れ
ま
で
に
４
度
受
賞
し
て
い

ま
す
。

昨
年
の
寄
港
期
間
中
は
、

船
内
の
一
般
公
開
や
36
枚
の

帆
を
す
べ
て
広
げ
る
セ
イ
ル

ド
リ
ル
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

日
時

あ
す
17
日
〜
３
月
23

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半

問
い
合
わ
せ

港
湾
空
港
課

た
。地

上
約
27
�
の
展
望
展
示

室
か
ら
は
、
港
や
市
内
を
一

望
で
き
、
日
本
海
に
沈
む
夕

日
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
新
潟
港
の
歴
史
や

概
要
、
国
際
都
市
に
い
が
た

と
し
て
発
展
す
る
本
市
の
今

昔
な
ど
、
み
な
と
ま
ち
新
潟

を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ネ
ル
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
展
望
展
示
室
は
展

示
会
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文

化
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
。
申
し
込

（
�
内
線
２
８
５

２
）
へ

オ
ー
プ
ン
以
来

５
万
５
０
０
０
人

が
来
場

山
の
下
み
な
と

タ
ワ
ー
展
望
展
示

室
は
、
新
潟
み
な

と
ト
ン
ネ
ル
の
換

気
塔
と
し
て
国
が

建
設
し
た
右
岸
立

坑
の
６
階
に
市
が

設
置
し
た
も
の
。

昨
年
５
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
こ
と

し
１
月
末
ま
で
に

約
５
万
５
０
０
０

人
が
来
場
し
ま
し

重
度
の
心
身
障
害
者
を
対

象
に
、
社
会
活
動
な
ど
に
参

加
す
る
た
め
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
助
成
券
の
交
付
や
、
自
動

車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
＝
表
＝
。

平
成
15
年
度
の
申
請
は
４

月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

の
で
、
14
年
度
に
受
け
て
い

た
人
も
、
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
14
年
度
分
の
タ
ク

シ
ー
助
成
券
は
、
４
月
１
日

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
窓
口

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
本
館
１
階
。
４
月

１
日
か
ら
４
日
、
７
・
８
日

は
市
役
所
本
館
１
階
ホ
ー
ル

要
介
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
で
施
設
入
所
を

希
望
す
る
人
が
多
い
こ
と
か

ら
、
市
で
は
、
国
の
標
準
的

な
入
所
必
要
者
（
高
齢
者
人

口
の
３
・
４
％
）
を
上
回
る

目
標
を
立
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
施
設

へ
の
入
所
を
待
っ
て
い
る
人

も
多
く
い
る
の
が
原
状
で

す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
新
し
い
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
実
績
と
市
が
実
施
し
た

早
期
に
施
設
入
所
が
必
要
な

人
の
調
査
を
基
に
、
こ
れ
ら

の
人
が
希
望
す
る
と
き
に
入

所
で
き
、
ま
た
、
今
後
増
加

す
る
要
介
護
認
定
者
数
の
伸

び
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
推
計

し
ま
し
た
。

13年10月実績�
0
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2,000

3,000

4,000

5,000

17年見込み�

特別養護老人特別養護老人�
ホームホーム 1,427 1,427

老人保健施設老人保健施設�
1,5321,532

介護療養病床介護療養病床�
743743

特別養護老人�
ホーム 1,427

老人保健施設�
1,532

介護療養病床�
743

1,8631,863

1,6891,689

906906

（人）�

1,863

1,689

906

対
　
　
象

身体障害者手帳１、２級と３級
の一部（下肢、体幹、脳原性運
動（移動）、内部障害）または療
育手帳Ａを持つ人

１枚540円の助成券を年間48枚
交付（10月以降の申請の場合は
24枚）※4月から支払額の範囲内で
乗車1回につき2枚まで使用できます

身体障害者手帳または療育手
帳、印鑑

身体障害者手帳１、２級と３級
の一部（下肢、体幹、脳原性運
動（移動）、内部障害）または
療育手帳Ａを持ち、本人・家族
が自動車を所有し運転する場合

年間25,920円まで（10月以降
に申請する場合は12,960円ま
で）

身体障害者手帳または療育手
帳、車検証、申請者（障害者本
人　※障害児童や療育手帳Ａ所
持者の場合は保護者でも可）の
預金通帳、印鑑

身体障害者手帳を持ち、車いす
などを使用しないと移動が困難
な人

リフト付タクシー（大型タクシ
ー料金）と小型タクシー料金の
差額を助成。１冊10枚つづり
の利用券を枚数制限なしで交付

身体障害者手帳、印鑑

助
成
内
容

持

ち

物

※�と�の両方を申請することはできません。いずれかを選択してください

� 福 祉 タ ク シ ー 助 成 �障害者自動車燃料費助成 �リフト付タクシー利用助成

施設サービス利用者見込み

老人福祉センター黒埼荘
新館浴室の利用を再開しました。
問い合わせ 同館（�377-5049）へ

平
成
17
年
度
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
10
万
２
７
２
１

人
の
う
ち
、
４
・
３
％
に
相

当
す
る
４
４
５
８
人
が
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
目
標
を
設
定

し
、
さ
ら
な
る
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
15
年
度
中
に
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１

６
０
床
、
老
人
保
健
施
設

１
０
０
床
を
開
設
す
る
予

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険

課
（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
�

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
２
３
）
へ

障害者

15年度の申請は４月１日から

福祉タクシー

自動車燃料費

み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午

７
時
半
ま
で

問
い
合
わ
せ

同
課
へ
　

後
５
時
半
　

※
４
・
５
・
９
月
は
午
後
７

時
ま
で
、
６
〜
８
月
は
午
後

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
事
件

を
う
や
む
や
に
せ
ず
、
双
方

の
子
ど
も
た
ち
の
今
後
の
こ

と
を
考
え
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

③
加
害
者
側
か
ら
の
連
絡
や

謝
罪
に
対
し
て
は
、
「
再
発

防
止
」
を
念
頭
に
お
い
て
、

慎
重
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

④
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
中
心
に

学
校
関
係
者
や
相
談
機
関
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

学
校
指
導
課

（
�
内
線
３
２
９
９
）
へ

港
や
市
内
を
一
望
で
き
る
展
望
展
示
室


